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The purpose ofthis studyis toinvestigatepeople’s‘notions ofhypnotic states，’andto examine  

the relation between these and attitude toward hypnosis．A notions－Of－hypnotic－StateS queStionnaire  

Of 鋸ty－Oneitems and an attitude－tOWard－hypnosis scale with sixitems were developed and  

administered to333college students．Factor analysis of the notions－OHlypnOtic－StateS queStionnaire  

yielded two factors：loss of su旬ectivity and released potentiality．Althoughno signi丘cant pOSitive  

COrrelation was found betweenloss of subjectivity and attitude toward hypnosis，alow but  

Slgnificantpositive correlation was found between released potentialityandattitudetoward hypnosis・  

The relation between notions of hypnotic states and attitude toward hypnosis varied with gender 

and with attitude scale scores，SuggeSting that notions of hypnotic states are reflectedin attitude  

toward hypnosis．Further researchis neededintoindividualdifferencesin hypnotic responsesin  

terms of the hypnotized subjectsT notions ofhypnotic states．  

Keywords：Notions ofHypnotic States，Attitudes Tbward Hypnosis   

ある．   

催眠に対して肯定的な態度（催眠を受けてみたい）  

を示す人は，催眠誘導および催眠暗示に村してより  

協力的であるため，催眠に対して否定的な態度（催  
眠を受けたくない）を示す人よりも暗示に対して反  

応しやすいものと推測される．多くの研究では被験  

者の示す催眠反応と態度の間に弱い，もしくは中程  

度の正の相関を見出している（Melei＆Hilgard，  

1964；Spanos，Brett，Menary＆Cross，1987；Yhn－  

char＆Johnson，1981）．   

Spanos etal．（1987）は，14項目から構成される催  

眠への態度尺度を作成し，因子分析によって催眠へ  
の態度を分析している．その結果，「催眠に対する  

肯定的な信念」，「催眠を精神的な安定性と関連づけ  

る信念の欠如」，「催眠への恐れの低さ」の3国子を   

催眠研究における重要な課題の一つは，催眠反応  
における個人差を決定している安国を特定すること  

である（Kirsch＆Council，1992）．本研究で述べる  

催眠反応とは，標準化された催眠感受性尺度を用い  

て測定される催眠暗示に対する顕在的・行動的反応  

（催眠行動）と催眠時に暗示されたことを体験したと  

報告する主観的体験（催眠体験）を指す．   
古くから経験的に，被催眠者が催眠に対していか  
なる態度を持っているかによって，催眠誘導が容易  

であったり，困難になることが知られており（花沢，  

1971），催眠反応における個人差を規定する要因と  
して，催眠に対する態度の研究がなされてきた．催  

眠に対する態度とは，催眠を「受けたい一受けたく  
ない」あるいは「関心がある一関心がない」といっ  

た内容をあらわし，むしろ興味・関心に近い概念で  
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以上のことから，催眠を「受けたい一受けたくな  

い」という評価的側面と，被催眠者が催眠をどのよ  

うに認識しているかという認知的側面は別々に捉え  

て検討する必要があるものと考えられる．   

臨床実践の中では，催眠に誘導する前に被催眠者  

に催眠についていかに捉えているかを尋ねることが  

多い．河野（1993）は，催眠療法を求めてきたクライ  

エント8名に対して催眠を実施する前に，彼らが催  

眠をいかに捉えていたかを記述している．それによ  

ると，程度は様々であっても，全員が催眠を不思議  

な超常的，非日常的な体験であると回答したと報告  

している．催眠研究の中では，これまで，被催眠者  

が催眠を受ける以前に，催眠に対していかなるイ  

メージを持っているかについてはあまり検討されて  

こなかった．小山・長谷川（1979）は，小学3年生か  

ら大学2年生までを対象に，催眠に対する意識調査  

を行っており，その結果，小学生では「不思議」「魔  

法のよう」「面白い」「楽しい」，中学生では「不思  

議」「こわい」，高校生・大学生では「不思議」「魔法  

のよう」が減少し，「面白い」「こわい」が増加する  

と報告している．この研究から，年齢を問わず人々  

が催眠に対して何らかの知識・信念を持ち，その感  

想を報告することが推察されるが，催眠状態をいか  

に捉えて報告しているかは不明である．   

そこで本研究では，被催眠者の催眠状態に対して  

持っている知識や信念を催眠状態イメージと呼び，  

被催眠者がいかなる催眠状態イメージを有している  

かについて，質問紙を用いて検討することを目的と  

する．催眠状態イメージを検討するにあたり，本研  

究では，催眠研究の上で「催眠誘導手続きを受けた  

結果としての状態」として定義されている手続き上  

区分された催眠状態にとどまらず，変性意識状態と  

呼ばれる広範な意識状態およびそのときの行動的反  

応に関する記述について収集して，催眠状態イメー  

ジに関する質問紙を作成し，個人が催眠状態イメー  

ジをいかに捉えているかについて探索的に検討す  

る．   

また，催眠状態イメージと催眠を「受けたい一受  

けたくない」という催眠に対する態度の評価的側面  

との関連を検討するために，Spanos etal．（1987）の  

尺度から催眠に対する知識，信念を問う質問項目を  

除いた修正催眠態度尺度を作成し，催眠状態イメー  

ジおよび催眠態度との関連について検討する．  

目  的   

1．催眠状態イメージ質問紙を作成し，個人の持つ   

催眠状態イメージについて探索的に検討する．   

見出している．これら3因子の合計得点と催眠感受  

性得点は有意ではあるが低い相関（γ＝．28）であった．  

また，この研究で作成された催眠に対する態度尺度  

を用いて，Kirsch，Silva，Comey＆Reed（1995）も催  

眠感受性尺度との相関を調べており，γ＝．33の低い  

が有意な相関を得ている．また，彼らはスペクトル  

分析という手法を用いて，各催眠暗示項目と態度の  

相関を調べており，「両手の運動」「手の硬直」「手の  

下降」といった比較的反応が容易な運動暗示項目と  

相関がある（それぞれγ＝．42，γ＝．29，γ＝．23）こと  

を見いだしている．   

このように催眠に対する態度と催眠感受性の間の  

相関は比較的一貫しており，有意ではあるが低いと  

いうことは従来から指摘されており，Barber  

（1969）は，催眠という用語は言外に多くの意味を  

持っており，各被験者に正確に同じことを意味しな  

いので，高い相関が得られないことは驚くに催しな  

いと述べている．   

またSpanos etal．（1987）は，催眠感受性得点と催  

眠への態度が直線的な関係にあるのではなく，逆U  

曲線分布になると説明している．つまり，催眠への  

態度が高ければ高いほど催眠感受性得点も高くなる  

わけではなく，催眠への態度の上昇とは反対に徐々  

に催眠感受性得点が減少していくことを示してい  

る．この結果について，Spanos et al．（1987）は，否  

定的な態度は催眠感受性を減少させているが，肯定  

的な態度と催眠感受性の関連については変動が大き  

く，それゆえに従来の研究では，態度と催眠感受性  

の間の直線的な相関が一貫して弱いものとなってい  

ると述べている．   

従来，態度は認知，感情，行動の3成分として捉  

えられることが多く，Spanos etal．（1987）の催眠へ  

の態度尺度もこの態度の3成分に従ったと考えられ  

る．態度の3成分は一貫性があると広く認められて  

はいるが，西田（1988）は，認知的側面つまり態度対  

象に対する知識や信念は両価的なものであり，各個  

人によってその評価は異なると考えられるため，認  

知的側面と評価的側面は，その相互関係が明確でな  

いならば別々に検討する必要があると指摘してい  

る．SpanOS etal．（1987）の尺度では，例えば「深い  

催眠にかかった人はロボットのようになり，催眠者  

の暗示することには何でも自動的に従う」という質  

問項目があるが，この質問項目から催眠に対して好  

意的か非好意的かを判断するのは困難である．被催  

眠者の催眠に対する態度を適切に査定するために  

は，被催眠者が催眠状態についていかなる知識・信  

念を持ち，催眠を評価したか（好ましい一好ましく  

ない）を査定することが必要になる．  
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2．Spanos etal．（1987）のThe Attitudes Tbwards   

Hypnosis Scaleを修正して，修正催眠態度尺度を   

作成し，催眠状態イメージとの関連について検討   

する．  

方  法   

調査対象者・国立大学生333名（男性190名，女性141  
名，末記入2名）  

尺度 修正催眠態度尺度：SpanOSetal．（1987）の催  

眠に村する態度尺度を参考に，「自分が催眠を受け  

ることへの関心」を表すような催眠を受けることに  

ついての感情的側面，行動的側面を査定する尺度  

（修正催眠態度尺度）を作成した．具体的には，  
SpanOS etal．（1987）の尺度から認知的側面を測定し  

ていると考えられる項目を省略し，自分が催眠を受  
けることについての感情的，行動的側面を捉えてい  

ると考えられる質問項目を加え，催眠に対する態度  

を測定する上で，内容的にも妥当であると判断され  

た6項目とフィラー項目の合計13項目を作成した．  

各項目は，「全く当てはまらない」から「よ〈当ては  

まる」の4件法で回答するよう求められた．  

催眠状態イメージ質問紙：本調査では，被催眠者の   

催眠反応に関する記述だけに限定せず，変性意識状  

態と呼ばれる広範な意識状態およびそのときの行動  

的反応の特徴的記述に関して調査対象者に回答を求  

めることから催眠状態イメージについて検討するこ  

ととした．そのため従来の催眠研究および解離，至  

高体験などの研究（長谷川・飯塚，1981；笠井・井上，  

1993；成瀬，1993；斉藤，198L1987；坂入，1991；  

田辺，1994；吉成・長谷川，1983）によって記述され  

ている被験者の状態ヤ質問紙から23カテゴリーを網  

羅的に収集し（nbell），各カテゴリーの状態を表  

していると考えられる質問項目を1カテゴリーにつ  

き，1または2項目，研究者自身が作成するか，そ  

の質問紙から採用した．また，予備調査として催眠  

を受けた経験のない人を対象に，催眠にかかるとど  

うなると思うかということについて自由記述を求  

め，収集された記述の中からカテゴリーに含まれて  

いないと考えられるものを質問項目として加えた．  

作成した質問項目は心理学専攻の大学院生3名に  

よって内容の妥当性を吟味された．最終的に調査に  

用いられた質問項巨＝ま51項目となった．各質問項目  

について，「そうなるとは思わない」から「そうなる  

と思う」の4件法で回答するように求められた．  

調査手続き 大学諦義時間に集団一斉調査で行われ  

1もblel催眠状態カテゴリーと各催眠状態の項目例  

分煩  質問項目の例  

自発性の減少  
イメージ  

依存   

時間感覚の喪失  

言語感覚の喪失  

非論理的，非合理的  

お任せ  
自己費任感  

選択的な注意集中  

受動的注意  

過去経験をイメージの世界で再生  

健忘  

心身のリラックス  

解錐体験  

維人体験  

身体感覚の喪失  

空間感覚の喪失  

主観客観差の感覚の喪失  

恍惚感  

被動感  

自動感  

解催眠彼の状態  

その佃自由記述から  

自分から進んで行動しようという意欲がなくなる  

普段よりも鮮明なイメージがわいてくる  

催眠をかける人に言われることをすべて受け入れて，自分で物事を判断  

しなくなる  

催眠にかかっている間は時間が経つのが速く感じたり，遅く感じる  
言葉で表現できないほど心地好い状態になる  

考え方が普段とは異なり，論理的でなくなる  

催眠をかける人を信用して自分の身をゆだねる  

全ての決産を催眠をかける人にまかせる  

催眠をかける人の声以外には気をとられなくなる  

自分自身が努力して注恵を集中しなくても，自然に注窓が集中する  

幼い頃の出来事を今硯在起こっていることのように鮮明に思い出す  

催眠から覚めた後，催眠中の出来事は忘れている  

気持ちがゆったりとして落ち着く  

自分自身がしている行動に気が付かなくなる  

自分の身体が自分自身のものではなく感じる  

身体の動きがぎこちなく，ゆっくりとなる  
自分自身がどこにいるかわからなくなる  

自分自身と他者の区別がつかなくなる  

夢の中にいるような気持ちよい体験をするようになる  

身体が自分以外の何かの力によって動かされているように感じる  

自分で動かそうと思っていないのに身体が勝手に動くようになる  

催眠から覚めても催眠をかける人に揺られる  

催眠にかかっている間は眠っているのと同じ状態になる   
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に含まれるが，これらは項目13「普段よりも鮮明な  

イメージがわいてくる」や項目21「忘れていた出来  

事を思い出す」といった普段と異なる能力の発揮に  

よる結果生じた状態として考えることが出来るであ  

ろう．催眠中にイメージ能力が高まる，あるいはイ  

メージ能力の高い人が高い催眠感受性を持つという  

考えは，恥1legen＆Atkinson（1974）の没入性や空  

想傾向（Lynn＆Rhue，1986）など広く催眠研究者  

の間にも持たれている．このように，これらの項目  

は因子Ⅰに比較して被催眠者自身が催眠状態になる  

と何らかの能力を発揮できるようになるイメージに  

関連していると考えて「潜在能力解放イメージ」と  

命名した．   

（2）催眠態度尺度の作成および催眠状態イメー  

ジとの関連   

催眠に対する態度を査定するために使用する6項  

目の平均値と標準偏差を’hble4に示す．6項目が  

催眠に対する態度として，一次元であることを確認  

するために，主成分分析を行い，IT相関を求めた．  

その結果得られた各項目の第1主成分への負荷量を  

Thble5，IT相関の結果をThble6に示す．各項目に  

対する負荷量は若干低いものの，第1主成分の説明  

率が49％と比較的高く，IT相関からも比較的高い  

相関が得られたために，1次元とみなした．また，  

Cronbachのa係数ではu＝．79であった．   

各催眠刃犬態イメージ国子から因子負荷量の高かっ  

た10項目ずつを選び，催眠態度の相関を調べるのに  

用いた．各催眠状態イメージ10項目のα係数は，主  

体性喪失イメージがα＝．89，潜在能力解放イメー  

ジがα＝．86であった．相関を調べた結果，催眠態  

度と主体的喪失イメージ国子との間にはほとんど相  

関が見られなかった（γ＝＝．10，．05＜♪＜．10）が，催  

眠態度と潜在能力解放イメージ因子の間には，弱い  

正の相関が見られた（γ＝．35，♪＜．01）．この結果か  

ら，潜在能力解放イメージを持っている人ほど，催  

眠を受けることに対して肯定的な態度を持つ傾向が  

高いことが示唆された．   

Spanos etal．（1987）をはじめとする，従来の催眠  

に対する態度の研究では，催眠態度と催眠反応の間  

の関係に性差があることを報告していることが多  

く，催眠状態イメージについても男女で捉え方が異  

なることが推測される．男女別に各催眠状態イメー  

ジと催眠態度の相関を調べた結果，男性では催眠態  

度と主体性喪失イメージ（γ＝．15，♪＜．05），潜在能  

力解放イメージ（γ＝．32，♪＜．01）それぞれとの間に  

弱い正の相関が見られた．また，女性では催眠態度  

と主体性喪失イメージとの間には相関が見られず   

た．  

調査時期1999年8月～9月  

結果と考察   

（1）催眠状態イメージ質問紙の因子分析   

各項目の平均と標準偏差は「mble2に示す．共通  

性の初期値をSMCとした主因子法プロマクス回転  

による因子分析により，2因子が抽出された．そ  

の際，共通性の低かった1項目を除外して，最終  

的に分析した項目数は50項目となった．2因子の累  

積寄与率は64．3％であった．また，因子間の相関は  

γ＝．39であった．回転後の国子パターンをnble3  

に示す．   

回転後の因子パターンにおいて，碓対値．40以上  

の因子負荷量を示した項目の内容を中心に，国子の  

解釈を行うことにした．   

因子Ⅰでは，項目15「催眠をかける人に言われる  

ことをすべて受け入れて，自分で物事を判断しなく  

なる」，項目16「催眠をかける人に言われた通りの  

行動をする」など，催眠者の暗示に対して無批判に  

従う被催眠者の状態を表す項目と，項目39「自分自  

身がしている行動に気がつかなくなる」，項目45  

「自分自身をまるで別の人間のように感じる」など，  

自分自身がわからなくなってしまうというような被  

催眠者の自己喪失状態を表す項目から構成されてい  

る．これらの項目によって表される催眠状態のイ  

メージは，斉藤（1981）が催眠状態を含めた変性意識  

状態の基本的特徴としてあげている空間・時間感覚  

の喪失，主観一客観の差の感覚の喪失，自己感覚の  

喪失といったカテゴリーを含んでいる．また，吉  

成・長谷川（1983）も催眠中の主観的体験を調べたと  

して，同様のカテゴリーを含んだ国子を見いだし，  

「自己感覚喪失の国子」と命名している．こうした  

ことから，被催眠者が催眠状態になった場合には，  

被催眠者自身の主体性が失われ，結果として操られ  

るという催眠状態イメージが個人にはあると考え，  

催眠状態に関する「主体性喪失イメージ」と命名し  

た．   

因子Ⅱでは，項目40「普段よりも集中力が増す」，  

項目41「普段よりも記憶力が良くなる」，項目50「普  

段なら困難なこと（例えばスポーツや対人関係など）  

を成し遂げる」など，被催眠者が心理面，身体面と  

もに催眠状態では普段以上の能力を発揮することを  

表す項目で構成されている．また項目19「幼い頃の  

出来事を今現在起こっていることのように鮮明に思  

い出す」や，項目29「幼い頃の物の考え方や，行動  

に戻る」といった年齢退行現象を表す項目も因子Ⅱ  
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nble2 催眠状態質問紙の各項目平均得点および標準偏差  

223  

平均  標準偏差  

1自分から進んで行動しようという意欲がなくなる  
＊2 催眠から覚めても，催眠をかける人に操られる  

3 隠していて人には言えないことを催眠をかける人に話す  

4 想像の世界に熱中して，現実の出来事のように感じる  

5 普段は気づかない感情が表れる  

6 自分と周囲のものが－一体になったように感じる  

7 催眠にかかっている間は時間が経つのが速く感じたり，遅く感じる  

8 催眠にかかっている間は眠っているのと同じ状態になる  

9 話し方がぎこちなく，ゆっくりとなる  

10 自分の身体が自分自身のものではなく感じる  

11現実の世界と想像の世界の区別がつかなくなる  

12 催眠をかける人の言うことに抵抗しようと思わなくなる  

13 普段よりも鮮明なイメージがわいてくる  

14 全ての決定を催眠をかける人にまかせる  

15 催眠をかける人に言われることをすべて受け入れて，自分で物事を判断しなくなる  

16 催眠をかける人に言われたとおりの行動をする  

17 自分自身が努力して注意を集中しなくても，自然に注意が集中する  
18 言紫で表現できないほど心地よい状態になる  

19 幼い頃の出来事を今現在起こっていることのように鮮明に思い出す  

20 身体が自分以外の何かの力によって動かされているように感じる  
21忘れていた出来事を思い出す  

22 催眠をかける人を信用して自分の身をゆだねる  

23 自分自身の責任を放棄するようになる  

24 催眠から覚めた後，催眠にかかっている問の出来事を忘れる  

25 催眠をかける人の声以外には気をとられなくなる  

26 催眠にかかっている間は時間がとまっているように感じる  

27 普段，自分がやりたくないと思っていることを無理矢理にやらされる  

28 身体の筋肉の緊張がとれる  

29 幼い頃の物の考え方や，行動に戻る  

30 自分の身体に何かがのりうつったような状態になる  

31考え方が普段とは異なり，論理的ではなくなる  

32 他人を見ているように自分自身を眺めていると感じる  

33 聞こえないはずの音が聞こえたり，見えるはずのものが見えなくなる  

34 眠っている時に夢をみるのと同じように，催眠にかかっている間に夢を見る  
35 自分自身がどこにいるかわからなくなる  

36 普段よりも身体能力（足が速くなる，力が強くなるなど）が上がる  

37 催眠にかかっている間は他の関係のない事柄に気をとられなくなる  

38 うっとりとして，何もしたくなくなる  

39 自分自身がしている行動に気がつかなくなる  

40 普段より集中力が増す  

41普段よりも記憶力がよくなる  

42 自分で動かそうと思っていないのに身体が勝手に動くようになる  

43 身体の動きがぎこちなく，ゆっくりとなる  

44 身体に針を刺されたり，火を近づけられても何も感じなくなる  

45 自分自身をまるで別の人間のように感じる  

46 自分自身と他者の区別がつかなくなる  

47 気持ちがゆったりとして落ち着く  

48 催眠をかける人に対して嘘をつけなくなる  

49 夢の中にいるような気持ちよい体験をするようになる  

50 普段なら困難なこと（例えばスポーツや対人関係など）を成し遂げる  

51催眠にかかった人が催眠から覚めた後で，自分でなぜそうしたかわからない行動  

をとる  
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’mble3 プロマクス回転後の国子パターン  

因子Ⅰ 因子Ⅲ 共通性  

15 催眠をかける人に言われることをすべて受け入れて，自分で物事を判断しな  

くなる  

16 催眠をかける人に言われたとおりの行動をする  

14 全ての決定を催眠をかける人にまかせる  

39 自分自身がしている行動に気がつかなくなる  

12 催眠をかける人の言うことに抵抗しようと思わなくなる  

24 催眠から覚めた後，催眠にかかっている間の出来事を忘れる  

48 催眠をかける人に対して嘘をつけなくなる  

45 自分・自身をまるで別の人間のように感じる  

31考え方が普段とは異なり，論理的ではなくなる  

42 自分で動かそうと思っていないのに身体が勝手に動くようになる  

27 普段，自分がやりたくないと思っていることを無理矢理にやらされる  

25 催眠をかける人の声以外には気をとられなくなる  

1自分から進んで行動しようという意欲がなくなる  
22 催眠をかける人を信用して自分の身をゆだねる  

38 うっとりとして，何もしたくなくなる  

23 自分自身の責任を放棄するようになる  

43 身体の動きがぎこちなく，ゆっくりとなる  

35 自分自身がどこにいるかわからなくなる  

37 催眠にかかっている間は他の関係のない事柄に気をとられなくなる  

10 自分の身体が自分自身のものではなく感じる  

51催眠にかかった人が催眠から覚めた後で，自分でなぜそうしたかわからない  

行動をとる  

20 身体が自分以外の何かの力によって動かされているように感じる  

30 自分の身体に何かがのりうつったような状態になる  

8 催眠にかかっている間は眠っているのと同じ状態になる  

11現実の世界と想像の世界の区別がつかなくなる  
3 隠していて人には言えないことを催眠をかける人に話す  

46 自分自身と他者の区別がつかなくなる  

26 催眠にかかっている間は時間がとまっているように感じる  

9 話し方がぎこちなく，ゆっくりとなる  

34 眠っている時に夢をみるのと同じように，催眠にかかっている間に夢を見る  

4 想像の世界に熱中して，現実の出来事のように感じる  

44 身体に針を刺されたり，火を近づけられても何も感じなくなる  
40 普段より集中力が増す  

41普段よりも記憶力がよくなる  

19 幼い頃の出来事を今現在起こっていることのように鮮明に思い出す  

－0．28 0．51  

2
 
1
 
6
 
5
 
2
 
2
 
9
 
〔
‥
0
 
6
 
5
 
5
 
2
 
2
 
1
 
1
 
0
 
0
 
0
 
8
 
7
 
 

7
 
7
 
6
 
6
 
6
 
6
 
5
 
5
 
5
 
5
 
5
 
5
 
5
 
5
 
5
 
5
 
5
 
5
 
4
 
4
 
 

0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
 

7
 
4
 
1
 
1
 
4
 
7
 
8
 
5
 
5
 
7
 
4
 
6
 
6
 
5
 
8
 
2
 
3
 
6
 
6
 
2
 
 

4
 
4
 
4
 
4
 
3
 
3
 
3
 
3
 
3
 
2
 
3
 
2
 
3
 
3
 
2
 
3
 
3
 
3
 
2
 
2
 
 

0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
 

9
 
5
 
4
 
3
 
2
 
2
 
7
 
2
 
7
 
4
 
8
 
4
 
6
 
6
 
3
 
3
 
4
 
0
 
7
 
2
 
0
 
1
 
0
 
0
 
1
 
0
 
0
 
0
 
0
 
1
 
0
 
0
 
1
 
1
 
0
 
1
 
1
 
2
 
0
 
0
 
 

0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
ハ
U
 
O
 
O
 
O
 
 

一
一
一
一
一
一
 
 

l
 
 
一
 
 

l
 
 
 
0．19   

0．27  

－0．04   

0．25   

0．03   

0．17   

0．25   

0．15   

0．24   

0．25   

0．22  

3
1
3
7
1
8
3
0
1
7
2
4
2
9
2
0
2
3
2
0
1
6
封
4
2
3
9
3
8
3
7
4
1
4
4
3
1
2
9
2
6
3
7
2
0
4
2
2
4
2
6
2
5
2
0
2
0
 
 

0
 
0
 
0
 
ハ
U
 
O
 
O
 
O
 
O
 
O
 
O
 
O
 
O
 
O
 
O
 
O
 
O
 
O
 
O
 
O
 
O
 
O
 
O
 
O
 
O
 
O
 
O
 
O
 
O
 
O
 
 

17 自分自身が努力して注意を集中しなくても，自然に注意が集中する  0．01  
13 普段よりも鮮明なイメージがわいてくる  

47 気持ちがゆったりとして落ち着く  

29 幼い頃の物の考え方や，行動に戻る  

50 普段なら困難なこと（例えばスポーツや対人関係など）を成し遂げる  

28 身体の筋肉の緊張がとれる  

21忘れていた出来事を思い出す  

18 言葉で表現できないほど心地よい状態になる  

36 普段よりも身体能力（足が速くなる，力が強くなるなど）が上がる  
49 夢の中にいるような気持ちよい体験をするようになる  

7 催眠にかかっでいる間は時間が経つのが速く感じたり，遅く感じる  

6 自分と周囲のものが一体になったように感じる  

32 他人を見ているように自分自身を眺めていると感じる  
5 普段は気づかない感情が表れる  

33 聞こえないはずの音が聞こえたり，見えるはずのものが見えなくなる  

説明分散  
9．46   6．51  15．96   
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nble4 修正催眠態度尺度項目の平均と標準偏差   

iド均  脚剛－ほ  

2．70  1．13  

2．93  1．（H  

2．85  1．（）3  

2．65  ‖．92  

2．f摘   （【）．97  

2．50  1．12  

4 私は機会があれば催眠をかけられてみたい  

11私は自分が催眠にかかるかどうかを知りたい  

14 私は自分が催眠にかかるということを人に知られてもかまわない  

19 私は自分が催眠にかかることを怖いと思わない  

6 催眠にかかると面白いことが起こると思う  

7 自分が催眠をかけられるのは嫌だ  

籠ble5 修正催眠態度尺度の主成分分析の結果  

項目内容  

4 私は機会があれば催眠をかけられてみたい  

11私は自分が催眠にかかるかどうか知りたい  

14 私は自分が催眠にかかるということを人に知られてもかまわない  
19 私は自分が催眠にかかることを恐いと思わない  

6 催眠にかかると面白いことが起こると思う  

7 自分が催眠にかけられるのほ嫌だ●  

固有値  

説明率  

●は逆転項目  

′指ble6 修＿正催眠態度尺度のIT柚閲  

α＝0．78  

項目内容   

4 私は機会があれば催眠をかけられてみたい  

11私は自分が催眠にかかるかどうか知りたい  

14 私は自分が催眠にかかるということを人に知られてもかまわない  

19 私は自分が催眠にかかることを恐いと思わない   

6 催眠にかかると面白いことが趣こると思う  

－7 自分が催眠にかけられるのは嫌だ■  

＊は逆転項目  

（γ＝．001，♪＞．10），潜在能力解放イメージとの間  

には弱い正の相関が見られた（γ＝＝．39，p＜．01）．以  

上のことから，男女ともに潜在能力解放イメージ  

は，催眠を受けることに対する肯定的な態度に反映  

されている傾向があり，一方，主体性喪失イメージ  

に関しては，男性で若干相関はみられるものの，催  

眠を受けることに対する肯定的な態度には必ずしも  

反映されないことがわかる．   

また，催眠態度を平均値で高得点群と低得点群に  

分け，催眠態度と各催眠状態イメージ因子との相関  

を調べた結果，高得点群では各催眠状態イメージと  

催眠に対する態度の間で相関が見られなかった（主  

体性喪失イメージγ＝．08，♪＞．10，潜在能力解放  

イメージγ＝．09，♪＞．10）が，低得点群では主体性  

喪失イメージ因子，潜在能力解放イメージ因子それ  

ぞれと弱いiI三の相関が和られた（それぞれr∵－ニ．23，  

♪＜．01，γニ．32，♪＜．01）．つまり，低柑山即では  

主体性喪失イメージ，桝イj灘力解放イメ…ジそれぞ  

れが高いほどイ闘眠を螢けることにけ定的になる．   

以上のことから，全体r机ニ，催眠井にはl－氾惰力  

が良くなる」I‾イメージが鮮明になる」といりた被催  

眠者の能力が尚まるというイメージを示す潜在能力  

解放イメージ因子裡点の高さは，佃川蛇を′…鋸ナること  

に対する骨ま郎勺な態度と開通があり，【1馴蛇捌こ煉  

られる」「自分自身を失ってしまう」とい′，たイメ・…  

ジである主体性鍵失イメージは催眠を受けることに  

対する肯定的な態度とは相聞が見られないこlヒがわ  

かった・催眠態度の商禅点郡・傭柑点脚で比醗した  

結果から検討すると，低柑点群ではtミ休作鍼失イ  

メージと催眠態度瑚附こも糾、lにの榔問が姐rJれ，   
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うした知識や信念が催眠を受けることでいかに変化  

していくのかについても検討する必要があるだろ  

う．今後，催眠状態イメージについてさらに詳細に  

検討し，それがいかに催眠反応に反映されているか  

を捉えることは，催眠反応における個人差を検討し  

ていく上で，一つの観点を提出するものと考えられ  

る．  
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